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議会基本条例を制定しました
男女共同参画推進条例制定など２９議案可決
そこが聞きたい！！一般質問
視察の成果を市政に生かします
平成２６年議会活動報告

「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。

12月定例会

「 議 会 だ より 」 は 、あ な たと 議 会 を 結 ぶ 情 報 誌 で す 。



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
木
曽
御
嶽
山
、
阿
蘇
山
の
噴
火
、
広
島
の
土
石
流
、
台
風

18
・
19
号
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
尊
い
人
命
や
家
屋
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
早

期
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

湖
西
市
議
会
で
は
、「
市
民
が
主
役
で
、
活
発
な
議
論
を
す
る
、
見

え
る
議
会
」
を
掲
げ
、
こ
の
12
月
定
例
会
で
議
会
基
本
条
例
他
2
条
例

を
制
定
し
、
平
成
27
年
4
月
よ
り
市
民
の
皆
様
の
厳
粛
な
信
託
に
応
え

ら
れ
る
議
会
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
橋
、
田
原
、
湖
西
の
３
市
に
よ
る
議
長
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
東
名
三
ヶ
日
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
湖
西
市
を
経
由
し
て
豊
橋
市

へ
繋
が
る
（
仮
称
）
浜
松
三
ヶ
日
・
豊
橋
道
路
の
新
規
建
設
に
向
け
て

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
は
、新
居
斎
場
の
増
築
や
新
居
体
育
館
の
完
成
な
ど
、

利
便
に
寄
与
し
た
も
の
の
、
市
民
会
館
改
修
等
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
山

積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

横山地区から望む湖西市

副議長  中
なかむら

村 博
ひろゆき

行 議長  菅
すがもと

本 利
としたか

隆

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

こさい議会だより 〈新年のごあいさつ〉 ◦◦◦



「
市
民
が
主
役
で
、活
発
な
議
論
を
す
る
、見
え
る
議
会
」

を
目
指
し
て

　

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
権
や
責
任
の
範

囲
が
拡
大
す
る
な
か
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
役
割
や
責
務
も

増
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
議
員
間
に

お
い
て
自
由
に
討
議
す
る
こ
と
で
、
市
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
最

良
の
判
断
に
至
る
よ
う
合
意
形
成
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
政
策
立
案
能

力
や
監
視
・
評
価
能
力
の
向
上
な
ど
、
よ
り
一
層
、
議
会
機
能
を
充
実
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

湖
西
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年
6
月
24
日
に
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
以
降
、
自
ら
定
め
た「
市
民
が
主
役
で
、
活
発
な
議
論
を
す
る
、
見

え
る
議
会
」を
指
針
と
し
た
望
ま
し
い
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
民
の
皆
様
の
厳
粛
な
信
託
に
応

え
ら
れ
る
議
会
に
進
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
湖

西
市
議
会
基
本
条
例
」を
平
成
26
年
12
月
定
例
会

に
お
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
議
会
と
議
員
の
活
動
原

則
、
市
民
と
議
会
と
の
関
係
、
議
会
と
行
政
と
の

関
係
、
議
会
運
営
、
政
務
活
動
費
、
議
員
の
政
治

倫
理
な
ど
を
定
め
る
と
と
も
に
、
本
条
例
を
湖
西

市
議
会
の
最
高
規
範
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

な
お
、
運
用
に
お
い
て
は
常
に
検
証
・
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
湖
西
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」及
び

「
湖
西
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」を
制
定

　

議
会
基
本
条
例
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、「
政
務
活
動
費
」及
び「
議
員
の
政

治
倫
理
」に
関
す
る
条
例
を
平
成
26
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

  

湖
西
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

　

政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
14
項
に
基
づ
き
、
議
員

が
行
う
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
経
費
の
一
部
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。
議
会
で
の
調
査
・
検
討
の
結
果
、
議
員
の
広
報
広
聴

及
び
調
査
研
究
活
動
の
活
発
化
や
資
質
向
上
を
図
り
、
今
後
の
議
会
活
性
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
政
務
活
動
費
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
交
付
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

交
付
額
は
１
人
当
た
り
月
額
１
万
円
と
し
、
使
う
こ
と
が
で
き
る
経
費
の

範
囲
や
使
途
の
透
明
性
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

  

湖
西
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

　

議
員
は
、
高
い
倫
理
観
と
深
い
見
識
に
よ
っ
て
、
誇
り
と
使
命
感
を
持
っ

て
市
政
を
担
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
常
に
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
議
員
と
市
民
の
皆
様
と
の

間
に
よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
を
築
く
基
盤
と
し
て
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
議
員
の
責
務
や
６
つ
の
遵
守
す
べ
き
政
治
倫
理
基

準
を
定
め
、
こ
の
基
準
を
逸
脱
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

政
治
倫
理
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
条
例
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◦◦◦ こさい議会だより 〈議会基本条例制定〉



　

内　

容

74
平
成
26
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

に
係
る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

75
湖
西
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定
に
つ
い
て

76
湖
西
市
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分
担
金
徴
収
条

例
制
定
に
つ
い
て

77
湖
西
市
鷲
津
駅
北
公
共
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
条
例
制
定
に
つ
い
て

78
湖
西
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

79
湖
西
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
料
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

80
湖
西
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

81
湖
西
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

82
湖
西
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

83
湖
西
市
に
お
け
る
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

84
湖
西
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

85
湖
西
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

【
11
月
26
日
】 

12
月
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
開
会
後
、
会
期

を
12
月
17
日
ま
で
の
22
日
間
と
決
め
、
市
長
提
出
23
議
案

の
う
ち
、
専
決
処
分
１
議
案
を
承
認
し
、
そ
の
他
の
議
案

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
請
願
1
件
に
つ
い
て

紹
介
議
員
の
説
明
を
受
け
、福
祉
教
育
委
員
会
に
付
託
し
た
。

【
12
月
２
日
】 

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
12
月
３
日
】 

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
12
月
４
日
】 

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
12
月
９
日
】 

議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
条
例
の
制

定
及
び
一
部
改
正
・
補
正
予
算
な
ど
20
議
案
を
可
決
し
、

❖議会の概要

議案
番号

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定
な
ど

29
議
案
を
可
決

12月
定例会　

「
湖
西
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

を
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
一
人
一
人
が
輝
く
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た

施
策
を
、
よ
り
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
男
女

共
同
参
画
基
本
法
に
基
づ
き
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
。

　

な
お
、
次
の
附
帯
決
議
を
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
し
た
。

附
帯
決
議

　

湖
西
市
の
地
域
特
性
と
し
て

条
文
化
し
た
部
分
は
あ
る
か
。

　

地
域
に
密
着
し
た
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、

普
及
啓
発
活
動
を
担
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
報
償
費
に

つ
い
て
は
活
動
内
容
を
検
討
す
る

中
で
決
定
し
て
い
く
。

条
例
の
制
定
２
議
案
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。
ま

た
、
福
祉
教
育
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
請
願
1
件
の
委

員
長
報
告
を
行
い
、
採
択
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
運
営
委

員
会
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
条
例
の
制
定
な
ど
４
議
案
を

可
決
し
た
。

【
12
月
17
日
】 

付
託
さ
れ
て
い
た
２
議
案
の
各
委
員
長
報

告
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
附
帯
決
議
１
議
案

を
可
決
し
た
。
そ
の
後
、
福
祉
教
育
委
員
会
か
ら
追
加
提

出
さ
れ
た
意
見
書
１
議
案
を
可
決
し
、
12
月
定
例
会
を
終

了
し
た
。

　

条
例
策
定
に
当
た
り
、市
職
員
で

組
織
す
る
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
、市
民
会
議
で
あ
る
男
女
共
同

参
画
推
進
市
民
懇
話
会
、湖こ

新あ

楽ら

交
流
会
主
催
に
よ
る
各
地
区
で
の

座
談
会
に
て
意
見
を
伺
っ
て
き

た
。各
会
の
委
員
や
市
民
か
ら
出
さ

れ
た
防
災
、地
域
活
動
、多
文
化
共

生
へ
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
意

見
を
地
域
特
性
と
し
て
捉
え
、
そ

の
内
容
を
条
文
に
規
定
し
て
い
る
。

　

本
条
例
は
男
女
共
同
参
画
の

理
念
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

条
例
へ
逐
次
反
映
し
て
い
く
取

り
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　

今
後
も
市
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
条
例
の
改
正
を
柔
軟

に
行
っ
て
い
く
姿
勢
で
あ
る
。

　

男
女
共
同
参
画
地
区
推
進
員

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
報
償

費
は
支
払
わ
れ
る
の
か
。

得
た
条
例
で
あ
る
と
考
え
る
。
条
例

を
運
用
す
る
中
で
問
題
点
が
あ
れ
ば

見
直
し
を
行
い
、
市
民
が
育
て
て
い

く
条
例
に
し
て
い
く
べ
き
。

本
会
議
で
の
討
論

　

条
例
に
込
め
ら
れ
た
理
念

に
つ
い
て
は
賛
同
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
市
民
に
理
解
さ

れ
、
愛
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
条
例
で
あ

る
か
を
考
え
る
と
疑
問
が
あ
る
。
制

定
後
に
修
正
し
て
い
く
よ
り
は
、
市

民
に
分
か
り
や
す
い
形
に
作
り
直
し

た
も
の
を
再
度
上
程
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。

　

本
条
例
は
、
そ
の
基
本
的
理
念
を
評
価

し
て
可
決
さ
れ
た
が
、
条
例
と
し
て
の
表

現
及
び
構
成
に
は
多
く
の
異
論
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
見
直
し
を
行

い
、
構
成
も
含
め
た
積
極
的
な
修
正
を
行

う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を

制
定

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
り
、
湖
西
市
に

お
い
て
も
、
市
民
の
一
人
一
人
が
性

別
に
関
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
を

得
た
条
例
で
あ
る
と
考
え
る
。
条
例

を
運
用
す
る
中
で
問
題
点
が
あ
れ
ば

見
直
し
を
行
い
、
市
民
が
育
て
て
い

く
条
例
に
し
て
い
く
べ
き
。

❖
委
員
会
で
の
質
疑
❖

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

❖
議
案
・
請
願
一
覧
❖

こさい議会だより 〈12月定例会〉 ◦◦◦



　
「
湖
西
市
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
」を
全
員
賛
成
に
よ

り
可
決
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る

た
め
、
受
益
者
か
ら
の
分
担
金
の
徴
収

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

条
例
制
定
の
背
景
と
目
的
は

何
か
。

　

平
成
25
年
の
台
風
で
崖
崩
れ
が

起
き
た
地
区
か
ら
対
策
に
つ
い
て

相
談
が
あ
り
、
調
査
検
討
の
結
果
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定

要
件
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
事
業
を
行
う
際
に
受

益
者
か
ら
分
担
金
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
明
確
な
根
拠
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
、
条
例
化
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。

　

急
傾
斜
地
の
山
林
の
所
有
者

は
事
業
に
対
し
て
ど
う
関
わ
る

の
か
。
ま
た
、
受
益
者
と
は
な

ら
な
い
の
か
。

　

山
林
の
所
有
者
は
、
危
険
区
域

指
定
に
伴
う
同
意
と
構
造
物
設
置

部
分
の
用
地
の
売
却
が
必
要
と

な
る
。
受
益
者
は
事
業
に
よ
り
生

命
・
財
産
の
保
全
が
図
ら
れ
る
方

が
対
象
で
あ
る
。
山
林
の
み
の
所

有
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
受

益
者
に
は
な
ら
な
い
。

　
「
湖
西
市
に
お
け
る
廃
棄
物
の
減
量

及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」を
全
員
賛
成
に
よ

り
可
決
し
た
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
資
源
物
回
収

拠
点
の
一
時
集
積
所
か
ら
の
持
ち
去
り

が
横
行
し
て
い
る
た
め
、持
ち
去
り
防
止

の
た
め
の
罰
則
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
に
改
正
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

違
反
者
の
公
表
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　

違
反
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
違

反
の
日
時
、
場
所
及
び
内
容
、
市

か
ら
の
命
令
の
内
容
な
ど
を
、
市

役
所
正
面
玄
関
前
の
掲
示
場
に
掲

示
す
る
。

　

条
例
の
運
用
に
あ
た
り
、
市

民
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

　

違
反
行
為
の
摘
発
は
、
持
ち
去

り
行
為
の
現
場
を
押
さ
え
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
た
め
、
持
ち
去
り
の

現
場
を
確
認
し
た
時
は
、
日
時
、

場
所
、
内
容
な
ど
を
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
民
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
後

は
、
持
ち
去
り
が
あ
っ
た
地
域
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
違
反
者

へ
の
口
頭
指
導
、
誓
約
書
の
提
出
、

禁
止
命
令
、
氏
名
等
の
公
表
、
告

発
、
と
処
分
の
段
階
を
進
め
る
こ

と
に
な
る
。

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
議
案
を
原
案
可
決（
専
決
処
分
の

「
承
認
」を
含
む)

し
た
。

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
Ｐ
6
を
参
照
。

86
湖
西
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

87
平
成
26
年
度
新
居
37
号
線（
洲
崎
橋
）橋
梁
耐
震
補

強
工
事
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

88
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

89
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

90
市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

91
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

92
平
成
26
年
度
湖
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

93
平
成
26
年
度
湖
西
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
2
号
）

94
平
成
26
年
度
湖
西
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

95
平
成
26
年
度
湖
西
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

2
号
）

96
平
成
26
年
度
湖
西
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）

97
湖
西
市
議
会
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て

98
湖
西
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

99
湖
西
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
制
定
に
つ
い
て

100
議
員
派
遣
に
つ
い
て

101
重
度
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成
制
度
に
お
け
る
精

神
障
害
者
へ
の
適
用
改
善
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

102
「
議
案
第
75
号　

湖
西
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

制
定
に
つ
い
て
」に
対
す
る
附
帯
決
議
案

　

内　

容

3
重
度
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成
制
度
の
精
神
障
害

者
へ
の
適
用
改
善
に
つ
い
て
県
知
事
宛
て
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願

請願
番号

得
た
条
例
で
あ
る
と
考
え
る
。
条
例

を
運
用
す
る
中
で
問
題
点
が
あ
れ
ば

見
直
し
を
行
い
、
市
民
が
育
て
て
い

く
条
例
に
し
て
い
く
べ
き
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定

廃
棄
物
の
適
正
処
理
に

関
し
て
条
例
を
改
正

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

❖
委
員
会
で
の
質
疑
❖

◦◦◦ こさい議会だより 〈12月定例会〉



一
般
会
計
予
算
を
補
正

※「○」は賛成、「●」は反対。　※議長（菅本利隆）は採決に加わらない。

賛否が分かれた議案一覧表

議案番号・議案名
結　

果

楠　

  

浩
幸

佐
原  

佳
美

渡
辺  　

貢

吉
田  

建
二

加
藤  

弘
己

竹
内  

祐
子

荻
野  

利
明

豊
田  

一
仁

菅
本  

利
隆

島
田  

正
次

馬
場  　

衛

牧
野  

考
二

藤
井  

靖
夫

鈴
木  

義
則

中
村  

博
行

内
藤  

正
敏

神
谷  

里
枝

二
橋  

益
良

議案第75号　湖西市男女共同
参画推進条例の制定について

可 

決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● － ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第102号　議案第75号に
対する附帯決議案

可 

決 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○

（要約）静岡県における重度障害者（児）医療費助成制度は昭和48年
に事業開始されたが、精神障害者に対しては、ようやく平成24年
10月から手帳1級所持者に適用されるようになった。
　精神障害者の病気の回復は必ずしも順調な過程を辿るものではなく、
種々の原因により再発・悪化したときは入院を余儀なくされる。この
ような場合には一時的にも「精神疾患の重度状態」というべきである。
　また、入院を経験するような状態の精神障害者の殆どは就労が困
難で障害年金程度の収入しかなく、とりわけ入院医療費の負担は障
害者家庭に重くのしかかっているのが実情である。
　これらを考慮すれば、静岡県の重度障害者（児）医療費助成制度に
おいては、精神障害者手帳1級所持者に加え、2級及び3級手帳所持
者の精神科入院医療費も対象に含めるよう制度を改めるべきである。

り
付
け
る
た
め
の
工
事
請
負
費
を
増
額

１
、８
４
９
万
円

　

湖
西
運
動
公
園
野
球
場
の
防

護
マ
ッ
ト
新
設
工
事
の
工
事
期

間
と
、
こ
の
時
期
に
工
事
す
る

こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
。

　

工
期
は
平
成
27
年
１
月
下
旬
か

ら
３
月
25
日
ま
で
の
約
２
ヶ
月
間

を
予
定
し
て
い
る
。
選
手
の
安
全

を
少
し
で
も
早
い
時
期
に
確
保
す

る
た
め
、
財
源
措
置
に
つ
い
て
財

政
当
局
と
調
整
し
、
野
球
の
試
合

が
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
冬
期
に

工
事
を
行
う
た
め
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。

　

市
民
会
館
耐
震
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
資
金
に
め
ど
が
付
い

た
中
で
、１
日
で
も
早
い
供
用
開

始
に
向
け
、作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
見
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

県
の
耐
震
評
定
委
員
会
よ
り
評

定
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
平
成
27

年
度
に
実
施
設
計
に
入
り
、
平
成

28
・
29
年
度
に
工
事
を
行
う
こ
と

か
ら
、
平
成
30
年
２
月
再
開
が
最

も
早
い
日
程
と
し
て
い
る
。

❖
本
会
議
で
の
質
疑
❖

　

今
12
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、「
重
度
障
害
者

（
児
）医
療
費
助
成
制
度
の
精
神
障
害
者
へ
の
適

用
改
善
に
つ
い
て
県
知
事
宛
て
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願
書
」が
提
出
さ
れ
、
福
祉
教
育
委
員

会
へ
付
託
し
、
委
員
長
報
告
の
後
、
全
員
賛
成
に

て
採
択
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
請
願
の
趣
旨
に
沿
っ
て
福
祉
教
育
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
次
の
内
容
の
意
見
書
を

可
決
し
、
静
岡
県
知
事
宛
て
に
提
出
し
た
。

重
度
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成
制
度
に

お
け
る
精
神
障
害
者
へ
の
適
用
改
善
に

関
す
る
請
願
採
択
・
意
見
書
を
可
決

重度障害者（児）医療費助成制度における
精神障害者への適用改善に関する意見書

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）を
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
た
。

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
予
算
額
は

５
億
２
、５
１
５
万
６
千
円
増
額
さ
れ
、

総
額
２
２
８
億
４
、６
７
３
万
８
千
円

と
な
っ
た
。

補
正
の
主
な
内
容

【
歳
入
】

●
法
人
市
民
税

　

法
人
市
民
税
現
年
課
税
分
を
増
額

４
億
円

【
歳
出
】

●
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

　

市
民
会
館
耐
震
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

資
金
を
基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
増
額

４
億
円

●
防
犯
ま
ち
づ
く
り
費

　

地
元
か
ら
の
防
犯
灯
修
繕
依
頼
、
電

柱
移
転
に
よ
る
共
架
防
犯
灯
移
設
等
の

増
加
に
伴
い
修
繕
料
及
び
手
数
料
を
増

額　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
４
万
円

●
生
活
保
護
費

　

生
活
保
護
者
に
対
す
る
医
療
費
に
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
扶
助
費
を
増
額

３
、２
０
０
万
円

●
運
動
公
園
等
維
持
管
理
費

　

湖
西
運
動
公
園
野
球
場
の
内
外
野
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
面
に
防
護
マ
ッ
ト
を
取

こさい議会だより 〈12月定例会・賛否が分かれた議案一覧表〉 ◦◦◦



　一般質問は、議案と関係なく市の行政全般にわたり、事務の
執行状況や将来の方針について所信をただし、あるいは報告・
説明を求めるもので、定例会に限って行われます。
　今12月定例会では、15人の議員が一般質問を行いました。

湖西市公式サイト

http://www.city.kosai.shizuoka.jp/
湖西市ＨＰ 湖西市議会 本会議インターネット放送 本会議の放送はこちらから（ＵＳＴＲＥＡＭへ）

島田 正次

吉田 建二

借地上にある公共施設老朽化の更新問題への方針や具体策は

▲ ▲ ▲

施設の老朽化に対しては公共施設再配置計画に沿って進めていく

●公共施設用地の借地問題について●公共施設用地の借地問題について

　市民会館や市役所など主要な公共施
設が借地上にあり、数年後には市役所庁
舎も老朽化による更新の問題化が予測で
き、多くの財源が必要となる。無駄な支出
を削減するため、この問題に対し、どのよ
うな方針や具体策があるのか。

　借地に対しては、所有者の意向を尊重
し長期的な対応をとらざるを得ない。老朽
化に対しては、統廃合を含めた公共施設
再配置計画により、今後の在り方を決定
し、進める方針である。

　借地料を支払い続けて同じ
場所、同じ規模で市民会館を
維持していこうとする理由は。

　５種類の案を検討した結果、
現在進めている耐震補強とリ
ニューアルが最善の方法であ
るためである。

利木墓園利用者が管理費を負担する方針導入の考えは

▲ ▲ ▲

第１期造成分に関し、負担をお願いする方向で検討

会議録を発行するまでの間、市ウェブサイトで
本会議の映像を見ることができます。

●市営墓地の管理と整備について●市営墓地の管理と整備について

　市民への公平な対応のため、利木墓園利
用者が管理費を負担する方針を導入し、墓地
造成計画の着手が必要と考えるが、どうか。

　第１期分譲時に永代使用料以外の費用負
担はない旨の説明をしているため、管理料負担
のお願いは難しい。第１期造成分に関しては、
これまでの経緯を踏まえて弁護士に相談するな
ど、管理料負担をお願いする方向で検討してい
く。墓地の造成については、造成よりも先に墓
地の状況や市民ニーズの把握から始めていく。

　市民協働推進のため、市民
協働条例制定の考えはないか。

　市民協働指針を作成してお
り、基本的な考えは変わりない。
市民協働は自発的な行動を伴う
ものであるため、条例が必要とは
考えていない。

●市民協働の推進について●市民協働の推進について

その他の質問 ●市民会館の耐震工事について

▲湖西市役所

その他の質問 ●豊田佐吉翁生誕150年
　記念事業の推進について

●市民会館の立地と
　市長としての決断について
　

◦◦◦ こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉



児童虐待のサポートシステムは

▲ ▲ ▲

要保護児童対策地域協議会を設置し、迅速な対応に努めている

●子どもの貧困の現状と対策について ●学校給食調理業務の民間委託について

　貧困を起因とする児童虐待の実態とサ
ポートシステムの構築は。

　児童虐待が、貧困を起因としたものかど
うかの特定は難しい。なお、平成25年度の
家族虐待による家庭児童相談室への相談
件数は45件であった。サポートシステムとし
て、教育委員会や児童福祉関係者で構成
する要保護児童対策地域協議会を設置
し、児童の情報の共有化や児童虐待の早
期発見を図り、迅速な対応に努めている。

　湖西市は、学校給食調理業務を段
階的に民間委託する方針であるが、委
託にかかわらず、給食の食材は外国産
や国内産を問わず安全が第一である。
食材をどのように管理しているか伺う。

　食材は、栄養士の作成した献立に基
づき、静岡県学校給食会や地元業者
から購入している。民間委託にした場合
でも、献立の作成や食材の購入はこれ
までどおり行い、安全に管理していく。

●市民協働のまちづくりについて ●豊田佐吉翁生誕150年記念事業
　について

　文化の香るこだわり事業補助制度の見
直しにより、制度の目的、対象、事業評価
はどのように変わるのか。

　文化の香るまちづくり事業補助金として
制度の見直しを行った。目的と対象は、活
力あるまちづくりを市民と協働で推進するた
め、その取り組みを自主的かつ自立的に行
う市民団体に対して活動を補助するもので
ある。事業評価として、初期型事業につい
ては書類審査と担当者ヒアリングを行い、
発展型事業については書類審査と公開プ
レゼンテーションによる評価を実施する。

　同事業の企画委員会では、ものづく
り会館の建設構想が検討されている
が、この構想に対して委員会はどこま
で関わるのか。

　委員会では、11月から会館構想の
検討を始め、平成27年10月を目途に
市長へ提言する構想案を作成する予
定である。委員会では提言するところま
で行う。会館建設は、財政状況や公共
施設再配置計画を検討する中で、長
期計画の中に位置づける必要がある。楠　浩幸

文化の香るこだわり事業補助制度の見直しにより、どう変わるのか

▲ ▲ ▲

文化の香るまちづくり事業補助金として活力あるまちづくりを市民と協働で推進する

加藤 弘己

●湖西市防災指導員の運用について

　地域防災指導員の活動実績とその
内容は。

　平成26年度は市内の自主防災会か
ら３件、町内会や子ども会から２件、そ
の他の団体から８件の要請を受け、13
件の出前講座などを実施している。内
容は、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）や災
害図上訓練（ＤＩＧ）などの防災ゲームを
取り入れたり、地震体験車や展示物に
触れるなど体験できる講座となるよう工
夫して行っている。

　地域の農畜水産物などのブ
ランド化を推進していくため、産
官学が連携して「ブランド化推
進委員会」を設置してはどうか。

　生産から商品デザインのコー
ディネートまで一貫して関わりの
あるＪＡなどが主体となって組織
化を進めることが合理的であるた
め、意見交換を行っていきたい。

藤井 靖夫

地域防災指導員の活動実績は

▲ ▲ ▲

市内の自主防災会や町内会、子ども会などからの要請で出前講座など実施

　湖西市内における医療と介護の連携の
実情は。また、地域包括医療・ケアシステ
ム構築の方針は。

　現在は市内の病院を退院する際には、
必要に応じて介護サービスを勧めている。ま
た、地域包括支援センターから相談者に訪
問看護などの紹介をするなど、比較的連携
は取れていると考える。
　地域包括ケアシステムの構築に向け、
地域ケア会議などを通じて情報の共有化に
努め、切れ目のない医療と介護の提供体
制を目指していく。

　現行のバス運行に対する課題認
識は。また、利用の少ない地域へ
のデマンド方式の導入などの改善
策はあるか。

　平成26年６月のダイヤ改正によ
り、10月末時点で乗客数は約６％
増加したが、アンケート調査などに
より、路線の見直しや運賃体系など
の課題が見えた。利用の少ない地
域や交通空白地域へのデマンド型
交通の可能性も含めて、平成27年
度に向けて改善を検討していく。 渡辺　貢

地域包括医療・ケアシステム構築の方針は

▲ ▲ ▲

切れ目のない医療と介護の提供体制を目指す

●ワーク・ライフ・バランスについて ●子育て教育講座の開設について

　ワーク・ライフ・バランスの推進
のために、職員の有給休暇取得向
上にどのように取り組んでいるか。

　休暇を取りやすい職場環境づくり
が重要であり、１人が休んでも他の職
員がある程度対応できるチーム体制
が必要であると考える。管理職にはこ
のような職場環境づくりや、自ら率先
して休暇を取得するなど、職員の休
暇取得を促進するよう指示している。

　子育ての不安解消と子どもの教育への
成果をあげるため、親が子育てのノウハウ
を学ぶことができる教育講座を開設しては
どうか。

　現在、２歳児の保護者を対象に幼児教
育を学習する「ふたば学級」や、幼稚園ＰＴ
Ａを対象とした教育講演会などを開催して
いる。今後も親子遊びを通した講座の開設
や図書館でのブックスタート事業と連携し
て、子育てのノウハウを学ぶ教育をしていく。

職員の有給休暇取得向上にどのように取り組んでいるか

▲ ▲ ▲

休暇を取得しやすい職場環境づくりに取り組む

神谷 里枝

第３期障害福祉計画の課題は

▲ ▲ ▲

障害者への地域生活支援の目標達成度が低いことである

●障害児者の福祉施策について

　障害者福祉に多額の予算が投入さ
れているが、障害者福祉が向上してい
る、平等に行き届いている、障害者の
要望が反映されているという実感が伝
わってこない。総合計画における障害
福祉推進のため、現在の第３期障害
福祉計画の評価と課題について伺う。

　同計画は障害者総合支援法に基
づく計画で、障害者福祉のうち、生活
分野に係る実施計画的な位置づけで
ある。全国一律に実施している自立支

　第４期計画策定の進捗状況は。

　原案策定後、障害者支援協議会
の意見を伺い、平成27年３月に決定
できるよう進めている。

●医療及び高齢者福祉施策について ●コミュニティバス運行事業について

▲出前講座での地震体験

竹内 祐子

●地域産業振興のための
　ブランド化の推進について

▲文化の香るこだわり事業
　報告会

援給付に関する障害福祉サービスは
目標を達成しているが、地域の状況に
応じて実施する地域生活支援は目標
への達成度が低く、課題であると認識
している。

その他の質問 ●小学校の部活動費について

こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉 ◦◦◦



児童虐待のサポートシステムは

▲ ▲ ▲

要保護児童対策地域協議会を設置し、迅速な対応に努めている

●子どもの貧困の現状と対策について ●学校給食調理業務の民間委託について

　貧困を起因とする児童虐待の実態とサ
ポートシステムの構築は。

　児童虐待が、貧困を起因としたものかど
うかの特定は難しい。なお、平成25年度の
家族虐待による家庭児童相談室への相談
件数は45件であった。サポートシステムとし
て、教育委員会や児童福祉関係者で構成
する要保護児童対策地域協議会を設置
し、児童の情報の共有化や児童虐待の早
期発見を図り、迅速な対応に努めている。

　湖西市は、学校給食調理業務を段
階的に民間委託する方針であるが、委
託にかかわらず、給食の食材は外国産
や国内産を問わず安全が第一である。
食材をどのように管理しているか伺う。

　食材は、栄養士の作成した献立に基
づき、静岡県学校給食会や地元業者
から購入している。民間委託にした場合
でも、献立の作成や食材の購入はこれ
までどおり行い、安全に管理していく。

●市民協働のまちづくりについて ●豊田佐吉翁生誕150年記念事業
　について

　文化の香るこだわり事業補助制度の見
直しにより、制度の目的、対象、事業評価
はどのように変わるのか。

　文化の香るまちづくり事業補助金として
制度の見直しを行った。目的と対象は、活
力あるまちづくりを市民と協働で推進するた
め、その取り組みを自主的かつ自立的に行
う市民団体に対して活動を補助するもので
ある。事業評価として、初期型事業につい
ては書類審査と担当者ヒアリングを行い、
発展型事業については書類審査と公開プ
レゼンテーションによる評価を実施する。

　同事業の企画委員会では、ものづく
り会館の建設構想が検討されている
が、この構想に対して委員会はどこま
で関わるのか。

　委員会では、11月から会館構想の
検討を始め、平成27年10月を目途に
市長へ提言する構想案を作成する予
定である。委員会では提言するところま
で行う。会館建設は、財政状況や公共
施設再配置計画を検討する中で、長
期計画の中に位置づける必要がある。楠　浩幸

文化の香るこだわり事業補助制度の見直しにより、どう変わるのか

▲ ▲ ▲

文化の香るまちづくり事業補助金として活力あるまちづくりを市民と協働で推進する

加藤 弘己

●湖西市防災指導員の運用について

　地域防災指導員の活動実績とその
内容は。

　平成26年度は市内の自主防災会か
ら３件、町内会や子ども会から２件、そ
の他の団体から８件の要請を受け、13
件の出前講座などを実施している。内
容は、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）や災
害図上訓練（ＤＩＧ）などの防災ゲームを
取り入れたり、地震体験車や展示物に
触れるなど体験できる講座となるよう工
夫して行っている。

　地域の農畜水産物などのブ
ランド化を推進していくため、産
官学が連携して「ブランド化推
進委員会」を設置してはどうか。

　生産から商品デザインのコー
ディネートまで一貫して関わりの
あるＪＡなどが主体となって組織
化を進めることが合理的であるた
め、意見交換を行っていきたい。

藤井 靖夫

地域防災指導員の活動実績は

▲ ▲ ▲

市内の自主防災会や町内会、子ども会などからの要請で出前講座など実施

　湖西市内における医療と介護の連携の
実情は。また、地域包括医療・ケアシステ
ム構築の方針は。

　現在は市内の病院を退院する際には、
必要に応じて介護サービスを勧めている。ま
た、地域包括支援センターから相談者に訪
問看護などの紹介をするなど、比較的連携
は取れていると考える。
　地域包括ケアシステムの構築に向け、
地域ケア会議などを通じて情報の共有化に
努め、切れ目のない医療と介護の提供体
制を目指していく。

　現行のバス運行に対する課題認
識は。また、利用の少ない地域へ
のデマンド方式の導入などの改善
策はあるか。

　平成26年６月のダイヤ改正によ
り、10月末時点で乗客数は約６％
増加したが、アンケート調査などに
より、路線の見直しや運賃体系など
の課題が見えた。利用の少ない地
域や交通空白地域へのデマンド型
交通の可能性も含めて、平成27年
度に向けて改善を検討していく。 渡辺　貢

地域包括医療・ケアシステム構築の方針は

▲ ▲ ▲

切れ目のない医療と介護の提供体制を目指す

●ワーク・ライフ・バランスについて ●子育て教育講座の開設について

　ワーク・ライフ・バランスの推進
のために、職員の有給休暇取得向
上にどのように取り組んでいるか。

　休暇を取りやすい職場環境づくり
が重要であり、１人が休んでも他の職
員がある程度対応できるチーム体制
が必要であると考える。管理職にはこ
のような職場環境づくりや、自ら率先
して休暇を取得するなど、職員の休
暇取得を促進するよう指示している。

　子育ての不安解消と子どもの教育への
成果をあげるため、親が子育てのノウハウ
を学ぶことができる教育講座を開設しては
どうか。

　現在、２歳児の保護者を対象に幼児教
育を学習する「ふたば学級」や、幼稚園ＰＴ
Ａを対象とした教育講演会などを開催して
いる。今後も親子遊びを通した講座の開設
や図書館でのブックスタート事業と連携し
て、子育てのノウハウを学ぶ教育をしていく。

職員の有給休暇取得向上にどのように取り組んでいるか

▲ ▲ ▲

休暇を取得しやすい職場環境づくりに取り組む

神谷 里枝

第３期障害福祉計画の課題は

▲ ▲ ▲

障害者への地域生活支援の目標達成度が低いことである

●障害児者の福祉施策について

　障害者福祉に多額の予算が投入さ
れているが、障害者福祉が向上してい
る、平等に行き届いている、障害者の
要望が反映されているという実感が伝
わってこない。総合計画における障害
福祉推進のため、現在の第３期障害
福祉計画の評価と課題について伺う。

　同計画は障害者総合支援法に基
づく計画で、障害者福祉のうち、生活
分野に係る実施計画的な位置づけで
ある。全国一律に実施している自立支

　第４期計画策定の進捗状況は。

　原案策定後、障害者支援協議会
の意見を伺い、平成27年３月に決定
できるよう進めている。

●医療及び高齢者福祉施策について ●コミュニティバス運行事業について

▲出前講座での地震体験

竹内 祐子

●地域産業振興のための
　ブランド化の推進について

▲文化の香るこだわり事業
　報告会

援給付に関する障害福祉サービスは
目標を達成しているが、地域の状況に
応じて実施する地域生活支援は目標
への達成度が低く、課題であると認識
している。

その他の質問 ●小学校の部活動費について

◦◦◦ こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉



▲湖西病院

鈴木 義則

臭気対策にもっと予算をかけるべきではないか

▲ ▲ ▲

専門家による臭気指数判定や新たな補助制度の創設など、予算を拡充している

●臭気対策について

　臭気対策について、お金のかけ方が少
ないように感じる。もっと予算をかけて取り
組むべきと考えるがいかがか。

　これまでの臭気モニターの結果により、
平成26年度から臭気が発生する頻度が高
い３カ所を選定し、臭気判定士による臭気
指数判定を実施している。
　また、畜舎の密閉化や脱臭装置、脱臭
飼料購入などに要する経費の３分の２を補

●消防団員への報酬・出動手当について

　新居斎場進入道路整備
事業の進捗状況は。

　平成26年度は道路の詳
細設計業務を進めており、
地質調査業務と合わせて年
度内の業務完了を目指して
いる。平成27年度からは３
年程度で用地買収を行い、
取得が順調に進めば順次建
設工事に入る予定である。

　近年、消防団員のなり手がなく困っている
状況を聞くが、消防団員の確保策は。

　現役の消防団員の声かけが主であるが、
各種イベントや火災予防運動時の呼びか
け、広報誌やポスターなどで外国人も含めて
広く募集を行っている。また、消防団員の約
８割が被雇用者であるため、企業へも税の
減額制度により優遇し、協力を依頼している。
　消防団員とその家族に対しては、平成26
年度から県内の特定の観光施設の利用に
対して入場料を半額にする優遇措置が開始
され、団員確保の支援となっている。荻野 利明

新居斎場進入道路整備事業の進捗状況は

▲ ▲ ▲

平成27年度から用地買収を行い、順次建設工事に入る

牧野 考二

●湖西病院の医師・看護師確保について●湖西市医療構想（仮称）について

　湖西病院事業に対する
市の負担の上限をどう考
えているか。

　負担には２種類あり、地
方公営企業繰出基準に基
づく負担額は基準どおりと
していく。基準にない営業
助成は、一般会計の財政
状況にもよるが、現状程
度が限度だと考える。

　診療報酬見直しの影響と看護体制見直し
に対する見解を伺う。

　診療報酬見直しにより、高度急性期と一般
急性期を担う病床の機能分化を促進するため、
７対１の入院基本料の基準が厳しくなった。湖
西病院では、これまで７対１の入院基本料を算
定していたが、平成27年４月からは一般急性期
の10対１の入院基本料を算定することになる。
看護業務の見直し改善と看護補助者の活用
により、サービス低下を招かないよう努めていく。 豊田 一仁

湖西病院事業への市の負担上限は

▲ ▲ ▲

営業助成は現状程度が上限

　今後の特別養護老人ホームの整
備計画で入所待機者に対応できると
いう推計か。また、入所基準を要介
護３以上とする時期はいつか伺う。

　平成29年度に小規模型の特別
養護老人ホームを整備する計画であ
るが、それではまだ不足すると考えて
いる。ただし、入所基準の変更による
入所状況を見ないと判断が難しい面
もあるため、状況により対応していく。
入所基準を要介護３以上とするのは

　湖西病院では療養病床の開設が
予定されているが、地域包括ケア病
棟の開設は検討したか。

　地域包括ケア病棟の施設基準は
ハードルが高く、また新しい制度であ
る。まずは療養病床を導入したうえで
今後研究していきたいと考える。 佐原 佳美

今後の特別養護老人ホーム整備計画で入所待機者に対応できるか

▲ ▲ ▲

不足も考えられるが、状況により対応

●地域包括支援センターと地域との連携

　次期の「健康こさい21」では、策定委員会メ
ンバーに企業・地域・市役所関係部署等を加
え、自ら設定した目標の進捗状況を報告しあう
課題解決型の組織として取り組んではどうか。

　現在、「健康こさい21」の策定委員は健康づく
り推進協議会委員が兼ねている。計画策定にあ
たっては、アンケートの実施や関係諸団体による
ワークショップを開催し、市民の意見が計画に反
映されるよう行っていく。議員提案の課題解決
型組織としての運営は実行できるよう考えていく。

　地域包括支援センターや地域
内福祉団体と自治会などとの連携
によるモデル地区設定などの地域
福祉事業推進の考えはあるか。

　地域包括支援センターの運営
に当たっては、地域福祉団体や自
治会等との連携を図り、地域に密
着した高齢者を支援するための体
制づくりの確保を目指している。各
包括支援センター間における地域
力の模範事例発表の場を設ける
などしていく考えである。

次期「健康こさい21」策定委員会を課題解決型の組織とする考えは

▲ ▲ ▲

実行できるよう考えていく

二橋 益良

予算方針はいつどのように行うのか

▲ ▲ ▲

実施計画に沿った事業を基本に予算編成を10月に指示している

●予算編成にあたってのスキルについて ●市民の協働意識について

　市長の予算方針はいつどのように行い、
市民への周知をどのように行うのか。

　年度当初に見直しを行った実施計画に
沿った事業を基本とし、事務事業評価、決
算審査、本年度事業の進捗状況を勘案し
た予算編成とするよう10月に指示している。
市民への周知は、３月定例議会の施政方
針の中で、重点施策及び新規施策等、市
長としてまとめ上げた予算案を公表している。

　各自治会によるコンペ方式の協
働提案募集を行う考えはないか。

　各地域の個性を反映した多様
で多彩な協働の取り組みにつなが
り、良い事例の紹介にもなると考え
られるので、自治会連合会と相談
していきたい。

●地域包括ケアシステム構築の進捗状況と課題について

その他の質問 ●いきいき百歳体操について

その他の質問 ●入札差金について

その他の質問 ●市民大学事業の取組について／ご当地料理コンテスト入賞作品の地産地消・食育事
　業への活用／「全国都市問題会議」資料集の活用

▲臭気測定器

●「健康こさい21策定委員会」と
　「湖西市健康づくり推進協議会」について

助しているが、平成26年度から、脱臭機能
が期待される縦型コンポスト等のリース事業
に対しても３分の２の補助制度を新設してお
り、予算を拡充している。
　補助制度開始時よりもさらに補助率を上
げて取り組んでいるが、子豚が大量に死亡
する病気の発生やＴＰＰの先行きが依然とし
て不透明なことから、補助制度の申請件数
が減少していることが課題である。

●道路整備事業と交通安全
　対策について

平成27年４月からとするが、要介護
１、２でも認知症などやむを得ない場
合には入所できるとされていることか
ら、そのとおり運用する。

こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉 ◦◦◦



▲湖西病院

鈴木 義則

臭気対策にもっと予算をかけるべきではないか

▲ ▲ ▲

専門家による臭気指数判定や新たな補助制度の創設など、予算を拡充している

●臭気対策について

　臭気対策について、お金のかけ方が少
ないように感じる。もっと予算をかけて取り
組むべきと考えるがいかがか。

　これまでの臭気モニターの結果により、
平成26年度から臭気が発生する頻度が高
い３カ所を選定し、臭気判定士による臭気
指数判定を実施している。
　また、畜舎の密閉化や脱臭装置、脱臭
飼料購入などに要する経費の３分の２を補

●消防団員への報酬・出動手当について

　新居斎場進入道路整備
事業の進捗状況は。

　平成26年度は道路の詳
細設計業務を進めており、
地質調査業務と合わせて年
度内の業務完了を目指して
いる。平成27年度からは３
年程度で用地買収を行い、
取得が順調に進めば順次建
設工事に入る予定である。

　近年、消防団員のなり手がなく困っている
状況を聞くが、消防団員の確保策は。

　現役の消防団員の声かけが主であるが、
各種イベントや火災予防運動時の呼びか
け、広報誌やポスターなどで外国人も含めて
広く募集を行っている。また、消防団員の約
８割が被雇用者であるため、企業へも税の
減額制度により優遇し、協力を依頼している。
　消防団員とその家族に対しては、平成26
年度から県内の特定の観光施設の利用に
対して入場料を半額にする優遇措置が開始
され、団員確保の支援となっている。荻野 利明

新居斎場進入道路整備事業の進捗状況は

▲ ▲ ▲

平成27年度から用地買収を行い、順次建設工事に入る

牧野 考二

●湖西病院の医師・看護師確保について●湖西市医療構想（仮称）について

　湖西病院事業に対する
市の負担の上限をどう考
えているか。

　負担には２種類あり、地
方公営企業繰出基準に基
づく負担額は基準どおりと
していく。基準にない営業
助成は、一般会計の財政
状況にもよるが、現状程
度が限度だと考える。

　診療報酬見直しの影響と看護体制見直し
に対する見解を伺う。

　診療報酬見直しにより、高度急性期と一般
急性期を担う病床の機能分化を促進するため、
７対１の入院基本料の基準が厳しくなった。湖
西病院では、これまで７対１の入院基本料を算
定していたが、平成27年４月からは一般急性期
の10対１の入院基本料を算定することになる。
看護業務の見直し改善と看護補助者の活用
により、サービス低下を招かないよう努めていく。 豊田 一仁

湖西病院事業への市の負担上限は

▲ ▲ ▲

営業助成は現状程度が上限

　今後の特別養護老人ホームの整
備計画で入所待機者に対応できると
いう推計か。また、入所基準を要介
護３以上とする時期はいつか伺う。

　平成29年度に小規模型の特別
養護老人ホームを整備する計画であ
るが、それではまだ不足すると考えて
いる。ただし、入所基準の変更による
入所状況を見ないと判断が難しい面
もあるため、状況により対応していく。
入所基準を要介護３以上とするのは

　湖西病院では療養病床の開設が
予定されているが、地域包括ケア病
棟の開設は検討したか。

　地域包括ケア病棟の施設基準は
ハードルが高く、また新しい制度であ
る。まずは療養病床を導入したうえで
今後研究していきたいと考える。 佐原 佳美

今後の特別養護老人ホーム整備計画で入所待機者に対応できるか

▲ ▲ ▲

不足も考えられるが、状況により対応

●地域包括支援センターと地域との連携

　次期の「健康こさい21」では、策定委員会メ
ンバーに企業・地域・市役所関係部署等を加
え、自ら設定した目標の進捗状況を報告しあう
課題解決型の組織として取り組んではどうか。

　現在、「健康こさい21」の策定委員は健康づく
り推進協議会委員が兼ねている。計画策定にあ
たっては、アンケートの実施や関係諸団体による
ワークショップを開催し、市民の意見が計画に反
映されるよう行っていく。議員提案の課題解決
型組織としての運営は実行できるよう考えていく。

　地域包括支援センターや地域
内福祉団体と自治会などとの連携
によるモデル地区設定などの地域
福祉事業推進の考えはあるか。

　地域包括支援センターの運営
に当たっては、地域福祉団体や自
治会等との連携を図り、地域に密
着した高齢者を支援するための体
制づくりの確保を目指している。各
包括支援センター間における地域
力の模範事例発表の場を設ける
などしていく考えである。

次期「健康こさい21」策定委員会を課題解決型の組織とする考えは

▲ ▲ ▲

実行できるよう考えていく

二橋 益良

予算方針はいつどのように行うのか

▲ ▲ ▲

実施計画に沿った事業を基本に予算編成を10月に指示している

●予算編成にあたってのスキルについて ●市民の協働意識について

　市長の予算方針はいつどのように行い、
市民への周知をどのように行うのか。

　年度当初に見直しを行った実施計画に
沿った事業を基本とし、事務事業評価、決
算審査、本年度事業の進捗状況を勘案し
た予算編成とするよう10月に指示している。
市民への周知は、３月定例議会の施政方
針の中で、重点施策及び新規施策等、市
長としてまとめ上げた予算案を公表している。

　各自治会によるコンペ方式の協
働提案募集を行う考えはないか。

　各地域の個性を反映した多様
で多彩な協働の取り組みにつなが
り、良い事例の紹介にもなると考え
られるので、自治会連合会と相談
していきたい。

●地域包括ケアシステム構築の進捗状況と課題について

その他の質問 ●いきいき百歳体操について

その他の質問 ●入札差金について

その他の質問 ●市民大学事業の取組について／ご当地料理コンテスト入賞作品の地産地消・食育事
　業への活用／「全国都市問題会議」資料集の活用

▲臭気測定器

●「健康こさい21策定委員会」と
　「湖西市健康づくり推進協議会」について

助しているが、平成26年度から、脱臭機能
が期待される縦型コンポスト等のリース事業
に対しても３分の２の補助制度を新設してお
り、予算を拡充している。
　補助制度開始時よりもさらに補助率を上
げて取り組んでいるが、子豚が大量に死亡
する病気の発生やＴＰＰの先行きが依然とし
て不透明なことから、補助制度の申請件数
が減少していることが課題である。

●道路整備事業と交通安全
　対策について

平成27年４月からとするが、要介護
１、２でも認知症などやむを得ない場
合には入所できるとされていることか
ら、そのとおり運用する。

◦◦◦ こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問〉



内藤 正敏

大森新道線の街路樹の状況をどう捉えているか

▲ ▲ ▲

20本が枯れてしまい反省している

●街路樹の維持管理について

　大森新道線に植樹された73本
の高木のうち、20本が枯れたほ
か、一部枯れかかっているものもあ
り、きちんと生育したものが25本し
かないが、この状態をどのように捉
えているか。

　平成19年度に植樹をしたが、
育成不足や育成不良が目立って
いる。６年間で20本が枯れてしま
い、大変残念であり樹木を管理す
る立場として反省している。

▲大森新道線と街路樹

　街路樹は植栽後の維持管理と保
育管理がついて回る。今後の植栽
計画と維持管理計画をどのように定
めていくのか伺う。

　これまでの道路整備では歩道設置
と合わせ積極的に植樹帯を設けてき
たが、湖西市は緑豊かな市であるの
で、今後は整備する道路の周辺環
境に合わせ、植樹帯設置の有無を
選別したいと考える。維持管理は予
算の範囲内で計画的に実施をしてい
るが、さらなる工夫をしていきたい。

　政治家や後援団体が選挙区内の人にお金や物を贈ること、有権者が寄附を求めることは禁止されています。
　寄附禁止のルールを守って明るい選挙を実現しましょう！

1.政治家の寄附禁止
　政治家（候補者、候補者になろうとする者及び現に公職にある者）が、選挙区内にある者に対して寄附をするこ
とは禁止されています。
　なお、政治家以外の者が、政治家名義の寄附をすることも罰則をもって禁止されています。

2.政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
　有権者が、威迫（人を脅して従わせようとする行為）してあるいは政治家を陥れる目的で寄附を求めると処罰され
ます。政治家に対し、寄附を出すように勧誘や要求をすることも禁止されています。政治家名義の寄附を求めること
も禁止され、威迫して求めると処罰されます。

3.後援団体の寄附の禁止
　後援団体（いわゆる後援会）が、花輪、供花、香典、祝儀その他これらに類するものを出したり、後援団体の設立
目的により行う行為や事業に関する寄附以外の寄附をすると、その時期のいかんを問わず、処罰されます。

4.年賀状等のあいさつ状の禁止
　政治家が、選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、暑中見舞い状などの時候
のあいさつ状（電報などを含む）を出すことは禁止されています。

5.あいさつを目的とする有料広告の禁止
　政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対するあいさつを目的として、新
聞、雑誌、テレビ、ラジオなどにより、有料の広告（いわゆる名刺広告）を出すと処
罰されます。
　なお、政治家や後援団体に対し、あいさつを目的とする有料の広告を求めるこ
とも禁止されており、威迫して求めると処罰されます。

寄附の禁止について

こさい議会だより 〈そこが聞きたい！！ 一般質問・寄附の禁止について〉 ◦◦◦



視察の成果を
市政に生かします
視察の成果を
市政に生かします

　より良い湖西市を目指して、先進的な
取り組みを行っている他自治体へ視察を
行いましたので、報告いたします。

総務経済委員会

　農産物をＰＲし、食を中心としたブランドイメージを高め、草津市の認知度の向上、雇用の増加や生産者の経
営安定を図っていた。また、草津未来研究所では、立命館大学と連携し、市の政策課題を分析し、問題解決を
図っていた。
　同研究所は、一般的なプロジェクトチームとは異なり、常に市の課題を発掘し、未来に向けて研究していく姿勢
であり、湖西市でも設置を検討すべきであると感じた。

　民間企業や独立行政法人から用地を引き継ぎ、市が事業主体となって、企業誘致を行い、市全体で企業誘
致活動を展開し、企業誘致に熱心な市としての知名度が企業や経済界において確立していた。また、企業が進
出決定から操業までの手続きを一つの窓口で
行えるワンストップサービスや、行政への要望
や苦情を市が定期的に伺うなどの取り組みによ
り、企業から高い評価を得ていた。
　ワンストップサービスや誘致後のフォローな
ど、企業の目線に立った施策は、今後の湖西
市の企業誘致のためにも有効な取り組みで
あった。

▲東京都荒川区にて

福祉教育委員会

●セミナー名：第10回地域医療政策セミナー　●会場：都市センターホテル（東京都千代田区）

　社会福祉法人恩賜財団済生会神奈川県支部長の正木義博氏と兵庫県立柏原病院地域医療連携部長の
和久祥三氏の講演会へ出席した。正木氏は事務方の立場から、病院にとって今必要なことは、医師確保はもと
より、病院改革を推し進めることであるとの認識であった。和久氏は医師の立場から、地域医療を良い形で存続さ
せていくには、住民と医療機関とが互いに理解しあうことが重要であることを述べていた。両氏の講話は湖西市の
状況にも通じる部分があり、大変参考になった。

　
　同区では各種事業の登録者名簿が単独で作成されていたが、東日本大震災時、
行政や民生委員などが同じ人に重複して安否確認を行い混乱した経験から、高齢者
の安否確認をする情報の一元化に取り組み、「みまもり名簿」を作成していた。他に
も、民生委員による声かけ、緊急通報システム事業、配食みまもりサービス事業、新
聞販売店による見守り活動など、見守りについてさまざまな取り組みを行っていた。
　事業の内容や意図は湖西市と類似しているものもあったが、個々の事業を組み
合わせて効果的に展開し、成果に結び付けていた点は見習いたい。

企業誘致のワンストップサービスや誘致後のフォローは、湖西市にも
有効な取り組みである

●視察先：滋賀県草津市　●目的：農産物の草津ブランド強化の施策と草津未来研究所について

●視察先：和歌山県橋本市　●目的：企業誘致について

●視察先：東京都荒川区　●目的：高齢者見守りネットワーク事業について

さまざまな見守り事業を組み合わせて効果的に展開する点は見習いたい

10月22日～23日

10月21日～22日

▲和歌山県橋本市にて

◦◦◦ こさい議会だより 〈視察の成果を市政に生かします〉
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■定例会等の開催状況

※「原案可決」には専決処分の「承認」、人事案件の「同意」、決算の「認定」が含まれています。
※３月の「一般質問者数」には、３常任委員長の委員会代表質問が含まれています。

区　　　分 定例会 合計３月 ６月 ９月 12月
会期の日数 30 22 29 22 103
本会議日数 6 6 6 6 24

議　
　
　

案

市
長
提
出

予　算 14 4 5 6 29
条　例 8 9 8 12 37
その他 9 1 10 5 25

議員等提出 0 3 2 6 11
合　　計 31 17 25 29 102

審
議
結
果

原案可決 30 17 24 29 100
修正可決 1 0 0 0 1
否　　決 0 0 0 0 0
撤　　回 0 0 1 0 1

請　　願 0 1 1 1 3
一般質問者数 15 16 15 15 61
傍 聴 者 数 50 66 97 78 291

■意見書・決議等の審議結果
会議 議案番号 件名 提出日 議決日 議決結果

6月
定例会

第46号 労働者保護ルールの見直しに関する意見書 6月23日 6月23日 可　決
第47号 議案第36号に対する附帯決議 6月23日 6月23日 可　決
第48号 議案第36号に対する附帯決議 6月23日 6月23日 可　決

9月
定例会

第72号 「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書 10月 1日 10月 1日 可　決

第73号
「地震防災対策強化地域における地震対策
緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置
に関する法律」の延長に関する意見書

10月 1日 10月 1日 可　決

12月
定例会

第101号 重度障害者（児）医療費助成制度における
精神障害者への適用改善に関する意見書 12月17日 12月17日 可　決

第102号 議案第75号に対する附帯決議 12月17日 12月17日 可　決

■議員の報酬等（平成26年12月31日現在）

※期末手当額＝（報酬月額×1.40（加算率））×支給割合

区分 報酬月額 期末手当支給割合
６月 12月 合計

議　　　長 410,000円

1.40
月分

1.70
月分

3.10
月分

副　議　長 375,000円
常任委員長

350,000円
議運委員長
議　　　員 345,000円

■請願・陳情の受理状況
区分 請願 陳情
件数 3件 23件

■委員会等開催状況

※常任委員会には勉強会等の開催日数も含まれています。

常任委員会 議会運営委員会 議員全員協議会 議会だより
編集委員会総務経済 福祉教育 建設環境

会議日数 24 29 15 15 24 24
傍聴者数 5 3 0 0 － －

特別委員会

予算 決算 議会活性化 議会活性化
第１分科会

議会活性化
第２分科会

会議日数 4 4 13 3 5
傍聴者数 3 2 0 0 1

■議員数（平成26年12月31日現在）

条例定数 現在数
18人 18人

こさい議会だより 〈平成26年議会活動報告〉 ◦◦◦



■湖西市議会が行った視察・研修
月日 参加者 場所 調査等の目的

１月10日 福祉教育委員6人 静岡県藤枝市 市民会館の改修について

１月22日～ 23日 議会だより編集委
員8人

大阪府和泉市 議会だよりの編集について滋賀県甲賀市
１月29日 総務経済委員6人 長野県飯田市 「地域経済活性化プログラム2013」について

７月３日～４日 福祉教育委員6人 広島県尾道市 公立みつぎ総合病院の経営について
広島県世羅郡世羅町 公立世羅中央病院の経営について

７月10日 総務経済委員6人
静岡県牧之原市 地区津波防災まちづくり計画について

静岡県袋井市 市民と行政のパートナーシップによる地震・災
害対策及び湊命山について

７月22日～ 24日 建設環境委員5人
宮城県岩沼市 県南浄化センター　汚泥処理及び震災対策について
宮城県石巻市 集団移転事業について
宮城県白石市 生ごみ資源化事業について

７月31日 議員17人 静岡県静岡市 静岡県市町議会議員研修会参加

８月４日～５日

議会活性化特別委
員会第1分科会委員
9人

長野県佐久市

議会基本条例制定の状況及び推進について
議会改革全般について

長野県安曇野市

議会活性化特別委
員会第2分科会委員
9人

福井県あわら市

福井県坂井市

10月8日～ 10日
総務経済委員3人
福祉教育委員3人
建設環境委員3人

高知県高知市 全国都市問題会議参加

10月21日～ 22日 福祉教育委員6人 東京都千代田区 第10回地域医療政策セミナー参加
東京都荒川区 高齢者福祉について

10月22日～ 23日 総務経済委員6人
滋賀県草津市 農産物のブランド強化の施策について

草津未来研究所について

和歌山県橋本市 企業立地の取り組みについて
定住人口増加の方策について

11月19日 議員16人 愛知県豊橋市 豊橋市・田原市・湖西市議会合同勉強会
12月18日 議員11人 静岡県富士市 田子の浦港の浚渫土砂の調査見学

■湖西市に訪れた他市町議会
月日 来訪者 目的

１月23日 静岡県浜松市議会公明党議員１人
ふれあい収集について
こころの体温計について
湖西市の防災・減災について

1月28日 長野県木曽町議会16人 湖西市の防災対策について
議会災害時行動マニュアルについて

1月31日 大阪府高石市議会議会運営委員会12人 議会災害時行動マニュアルについて
議会運営について

４月25日 福岡県福津市議会議会広報調査特別委員会
７人 議会だより編集について

５月13日 北海道江別市議会議会運営委員会8人 議会改革について
議会運営について

７月 9日 京都府向日市議会日本共産党議員団6人 中学校給食について
湖西市コミュニティバス、コーちゃんバスについて

７月25日 愛知県豊橋市議会自由民主党豊橋市議団
9人 複合運動施設アメニティプラザについて

７月28日 宮崎県日向市議会総合防災対策特別委員会
11人

議会災害時行動マニュアルについて
湖西市の防災対策について

11月５日 京都府向日市議会議会運営委員会11人 議会災害時行動マニュアルについて
11月11日 北海道士別市議会文教厚生常任委員会9人 湖西病院について

◦◦◦ こさい議会だより 〈平成26年議会活動報告〉
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（◎は委員長、○は副委員長）

◎菅本 利隆　○藤井 靖夫
　佐原 佳美　　渡辺 　貢　
　加藤 弘己　　竹内 祐子
　島田 正次　　中村 博行

季節のひと
こま

1月14日／

豚汁づくり
（新所幼

稚園）

２月１９日（木）10：00～　本会議第１日
３月０３日（火）10：00～　本会議第２日

４日（水）10：00～　本会議第３日（一般質問）
５日（木）10：00～　本会議第４日（一般質問）
６日（金）10：00～　本会議第５日（一般質問）
９日（月）・１０日（火）・１１日（水）9：30～　予算特別委員会
１３日（金）10：00～　総務経済委員会
１６日（月）10：00～　福祉教育委員会
１７日（火）10：00～　建設環境委員会
２０日（金）10：00～　本会議第６日
予定が変わることもありますので、議会事務局へお問い合わせください。

●どなたでも傍聴できます。

●当日、市役所３階議会事務局へお越し
ください。

●予定が変わることもあります。事前に
議会事務局（TEL.053-576-4791）へ
お気軽にお問い合わせください。

本会議の一般質問が、浜松ケーブルテレビ「チャンネル・ウィン
ディ」で放映されます。

▶住所、氏名、電話番号を明記してください。
▶議会だよりへの掲載を希望しない方は、その旨をご記入ください。
▶議会だより掲載時に趣旨を変えず直すことがあります。
▶お便りの返却はいたしません。

規

　定

あ
て
先

湖西市議会　議会だより編集委員会
〒431-0492　静岡県湖西市吉美3268番地
TEL.053-576-4791/FAX.053-576-0331
E-mail▶gikai@city.kosai.shizuoka.jp

議会運営に役立てるため、議会に対する意見、傍聴や議会だよりの感想などについてのお便りをお寄せください。
郵送・ファックス・Eメールで受付しています。なお、内容により、議会だよりに掲載する場合がありますのでご了承ください。

本会議のインターネット放送を市のウェブサイトからご覧になれます。

　新年あけましておめでとうございます。
　最後までお読みいただきまして、ありがとうございました。今回の出来栄えはいかがだった
でしょうか？「手にとってみたい」と思っていただけるような議会だよりにしたいと編集委員
全員で話し合い、進めています。
　みなさんに知っていただくことが広報紙づくりの基本です。それに向かってこれからも
取り組んでまいります。よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　 （中村博行）

湖西市議会HPも
ご覧ください

4月15日

おわびと訂正　　
こさい議会だより№166（平成26年10月31日発行）
に誤りがありました。おわびして訂正します。

P2　1段目
平成25年度各会計決算
の表欄外

■平成26年度各会計決算 ■平成25年度各会計決算

（単位：千円） （単位：円）

訂正場所 誤 正

3


